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策訓圃　直流電堕電力増幅器配線圃
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電機のKR－1型2mA記録電流計で零鮎位既が【i1央ヒ

中黙として廣く攣えられるように設凱．Lてあるa臼盛は

水素電極に到．してTO．55V～－0．20Vの範園で（もち

るん墾更は櫓幅器の方でできる）全口盛を振らせる最小

電厘は4DOmVであるDノ）J抵抗3m巳・鐵共振安定器
を通し一〔1．、2時間で土0，〔）IV｝こ祖雷する零馳愛動があ

第4圖　櫓幅器と記鋒計第岡滴定装置

るo槽幅器のくわ1いことは別力機會に1：弓‘5　こ死♪楡

1隔器と記録電流計の寓眞を第4圃にあげた‘，

　（3）附麗叢量　　恒温槽はガラス4く勲こ流郵レ‘ラフイ

ン4’を入i’．L・・封メゲル調節器を∫匝・電球で黙1‘構渚を

もち絶S＆1，Xl，：i〈銀逗位滴定の51．）Cではとくに水の働1；L
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分光測光装置の試作
澤　木 司・佐　藤俊　夫

　われわれは主として干渉薄膜の反射摩，遜過率を測る

日的から直流」曾幅回路を用いた可覗領域の分光測光装置

を試作した。ほとんどあり合せのものばかりを使つたが

一慮使用し得るものがで鷺たので，これから装置を作ろ

うという方の；塗考迄にわれわれの實際のデーターについ

て蓮ぺる。

　全艘の装置は第1圓に示すように，光源電球Lかう

の光を集光レソズCを通してモノク・メーターMに

入れ，Mから幽た光を敢後に金腿箱Bt内の光電管に

あてその光電流を直流櫓幅して楡流計で讃む。透過率の

測定に二はスライドSL“上Kニアルミ＝ユーム表両鏡を固定

Lて試料をスライドSl上にのせて光路FcUlし入れしk

のときの槍流計のプレの比を計算する。反射率の測定に
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　　　はスヲイド畠土に試料と本行に一枚のガラス板を細・

　　　てこれを反射率の標準として（その値は屈折率から7V
　　　　象ルの式を用いて理諭的に決める）二光をこれ等に交互K

　　　照射（入射角は最大約4°）しktきの検流計の九φ比

　　　　から算出するo　J　　㌧、　　、

　　　　光源には市販の12　Vs　100　Wのタングステン電球を

　　　用》’たが・測定繊編めるにはこの電源の筆定性力泌

　　　要であつで．（例えば電塵に1％の饗動声あると光のエネ、

　　　7u・SF’一に蘭a5抑議群ずP）e　O」ため脚擁

　　　は12V，100　A，H．め鉛蓄電池を使用しているo

　　　　集米レンズとしては灘定する光め堺ルギーを昏波長一

　f，rcついて傘る’だけ9効に肺沸滝ぬ色濃しレン腔用
　　　V・るの力噌通でi・iOPtわれはあ玲せの≦贈艘灘物レ，ン

　　　糖励・てV・る’〈とのレンズに嬢礁鮎距騨よびロ

　　　径はモシク・メ『一ダの・リメー・外レンズめ鏡穫比

　　　で決翻ジ不注意に取り扱5．と多章ρ迷光を隼じて誤差

　　　の辱畔な・る〉モ・7・〆一ターには騨製rCOSitfi光

・　器の脚澗定刈・トを、取ワつけて弄搾入口刈・
　　　　トとして分瑠読灘使）・，波長蝉には水銀搬肺・

　　　た。モえクロメ齢タ・一　e出た光は典鮎牧差のある襲散光

　　　束ξなるので繭レンズAと圓壌レンズ，Bを用いて測定

　　　位置Si；Szにお）・て闘面が0．5　cm×02　cmで光束の

　　　方向と鰍約40・傾く輪光東にした。以上の輝的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　配置のうち．とくに光源電i球♪集光レンズ，モノクゴメー

　　　ターの位置力｛crまt圭ca1であるカ・ら，検流計のプレを見な

　　、　がら，1最良礎位置に定め，ま％その固定を確實にし転い
　　／
　　　　と棒めて僅の機械的振動に封して欄定する牽のエネル・

t“一ギβ嘆動を來す結果になる。また全測定波長域に封レ

　　　て検流計のフVは一様でないから集光レンズの近くに，・
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　’　　光電管にほあり合せのマグダのPG－r65子V（翼空カリ

　　　・〆ウム光電管）一体を恥、たので70◎蜘以上は測定できな

　　　い。鞭回癖つ、・てはこ綴一鰺くの試み勘るがω

　　　わ締れ聯2圖に示外の撮細勺に選んだ・く21用い

　　t・t！＼1ジー咽∫　いvで毘》∵蟹疑
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・163　　　パ

　　うと便利で樋が，IPtvわ＊vは市販㊨囲購膜型qもの

　　1個〔抵抗値2×10s　Chmンを用v・　k（10ユO　ohm程度の

、　ものを現在試作中である）6麟詳には4×1040A／mm

　　姶るのをスケ戸ルから3mはなして用燈たo

　　囲路を作る犀あたつでの注意についでは色々あるが
　③簡軍に述べると，昏抵抗にはマンガiン線等温度係敷

　　の少いものを使用するの購普通であるthS，一・maあり合せの．

　　＄のでこころみ，宇導禮もふくめてラジオ凪のものを用

　　い（したがつて室内で温度の急攣を起すことをさけ，測

　定畷問にgv・て考慮をはらつてv・る）可攣抵鉢に接鰯の

　良否を充分たしかめたb孚田付はとくに愼軍にやるこ声
　　力竃必要である。光電誉，貫空管，高抵抗ぱ合成樹脂の板’

　　に固定して鐵製の箱B1（第1圖滲照）k密封し吸漏購、

　　としてP205を入れて接地砺光の入る窓にスリガラx

，を恥て光駿はでき補けこ蓼近ぐしk・各鱗を
　　セッEした金贋箱B2，検流計奪おさめ≧金麗箱は完全に

　’接地し，こ許等金屡箱の外部に閏る導線は二軍絹巻線を

　　パラフずンに浸して良潭のエンパイヤーチュー・一　svでおお

　、いその外部で完全にシ樽ルドしたひ箱からの導線の引き

　　閏しは良質のヱボナイト板の穴を通してパラフィンで封．

嘔　じたoj曾幅回路の電源には18V，『40A。H．の蓄電池を

　薪しく組‡てe、光雛の電Pt供給用の電池（1σov，2A」

　H）とと喝によく清浮Kして金綱でシー・レドした。

’毒でe．Oようrcして組立て為画路畷良動作vaを見ur

　す渤の操傭次のよ解して行う・働光電管峨流
　計の接綾を切つてお）・て剃御格子を接地し，第2圖r（S・，

　Rl，．、R2，　R3，理6．を申問の抵抗地にしで鞠いて貼4に封
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　節するP’t
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rfを「攣えて（2）をくり返す6’　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（4）次に黒占2と3の問にマイクロアンメ｛タ静を入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れて，Rfをわずかに噌減したと壼電流の愛化瑛極値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を生ずをようにする。ま紅にはR2によつてEsをわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずかに饗化ざせてからR7・によつてE2とE3を再び

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等しくきせる。R6で電流攣他の極値をメ高ター・一．の零

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙に合わせるol最後の調節はマイクPアンメ齢ターの

・・ @　　　　　　　　　　　伽鹸瀬搬緯で左・とRfのみ下調餌る・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’以王の・ようドして最良動作鮎が求ま塵犀興・R…IR3に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定してし嚢うo　’　　　・・
　　／，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘の・レとが比例闘係にあるか否かを槍討する必ec・SS・　・

　　　　　　　．’　・t撃2圖耀流購購・．1　　あ、り，廊繍胱離徽績する線捌用しそく光驚、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　y

　　　　た薦窒管越マ艶ダのOX－－54で，回路を組立てるに必翼　　　管と筒抵抗はセヅト’しだまN回路か毫絃ずして）電位難’．　i

　　　　な定数樗繊條電塵且5V，繊條電流0．1A，陽極電燧6V・　　計から既知電餐を與えてしらぺなゆその結果・普通に緯　　．

　　　　窒間格子電麗4V，罰御絡乎電魔一4V，陽極電流4QgA　　’用する揚合11000　mm／Vの電塵感魔で良好な比例鯛係

　　　　za簡格芋電洗。・3　mAである。測御格子eellの高抵抗は液　力載立ち，璽榊は2・8×1ge・電流感度は45×10”’“

　　。舗抗・聡轍靴勲室でつ燭被力・髄｛3憶　A／蜘であ濁こと勘かつた・、さ旅輝轡蛤せ
　　　　k必要な槽麟蛾し勧｛うセ敷個のtu抗1醐り換えて使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，光量と橡流計のプレとの↓吻關係を検討する必要晒

　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　ドz、　団ノ・　　…　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・t　5・S，”J－一
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外に亀いくつか接績方式

絃あるが特性は似た’りよ

，つたY　一く1iある。

　1宏定装置への入力電屡

が4Eガし攣化したとぎに

閏力電塵の攣化が4E6で

あつたとすli・ばdEo／dEi
・を安定比と・V、う「 剰c共振

安「 定

”一ロ鞍定化電源といつてもその角容は相當廣も詳

細の議論は力避られ締緻のZくするところではない6

．tこXでは普通用いられる方法を列畢し特性の畿略を紹介

’したい0

　1鰍麹鞭離鑓「一交醜源嬢離置e．
してもうと騨吟ラー醜ので，餓心インダクタシズ
の非直線性による，いわゆる鐵共振を利用している。回

路構成は第1囲。これ以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

久力

　　　　　　　　　　　　　　　　第1圖
型の安定比は鐵心材料や使用歌態で異り一一概にはいえな

厄渉，常識的には1／10～1／20と考えてよv・。

　この方式鱗振現象を利勝るため電翻波藪の影響
をうける歓黒占がある。電瀕周波数の％攣化と出力電塵の

％愛化どはほ確等しい。現在のように周波敷が相當憂動

二ずるときにはとめ影響は無観できな吟。伺様あ理由で

も0㌔1用60＝7用あ躍溺があるから1使用にあたつて注

意が必要である6、　　「　ノ

溜1バラスト抵抗管一デ鐡線を適當な塵ガめ水素乏乏
　ぞもに容器に封じたも・あでゲ第2圓のまケに或電塵範園ゼ

、2り
鑑0，、

ψ

化 電 源

野　　村’　民　　1也

庶醗電灘齢もりてV・る。運窒管の卸一ター殖列

に熱ば・電騨塵縷化しても電灘ほ・とん覆化せ

　　　　　　　　　　　　　　ず；安定化の目的を果し

、　　　　　　　　　　　　　うる。交流に亀直流にも

　　　　　　　　　　　　　　使え簡便でぱあるが，熱

　　　　　　　　　　　　　　的現輿糊する嫡時
　　　　　　　　　　　　　　定数溝大ぎくジあまり単

　　　　　　　　　　　　　　い攣化には慮¢切れない

　・　　　第2圓　　　　訣馳があるo観在極めて
優秀な特性のも9が各種製造されている6

　　111、定謹堅放電蟹一低塵最光放電の正親陰極降下

　　　　　　　　　　　　　　　　利用七たもので，

　　　　　　　　　　　　　　　　定格は電塵70N
　　　　　　　　　　　　　　　　15σ∀；電流は；、，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　1eo　mA以下6し

　　　　　　　　　　　　　　　　1たがつてエリミネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ータ電源¢～よう・な

　　　　　　　　　　　　　　　　小電力直流電源の

　　　　　　　　　　　　　　　　安定化に適ずるo

　　　　　　　　　　　　　　　　使用にあたつでぱ
　　　　　　　　　　　　　　　　第嫡のまう・噸
　　　　∴ζ凸一一止一』2塵星定鱒Rを乏遍

　　　　　　鍛3澗’　　して電源に接綾す

　　　　　　　　　　｛　　　　ノ　　　　　　　　“静，　　　　　　　　　　　　　　’cノへ　．　　　　t


